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革新の進展 (ME技術革新 ･情報化の影響 )､是清のサービス化､労働力の涜教化､労歯
_1-
者のホワイ トカラー化 ･高学歴化､高齢イヒ､女性労歯音の増加 ､出生率の低下や労働力不
足の問題､外国人労働者の増加､労働者の生清構造や意識変化ぶよび価値観の多様化と世
代間の意識相違によって生 じる開署の変化などであるOこうした諸変化によって､戦後に











は､技術変化の大 きな披､ならびに政治的､社会的潮涜の変化 と複合 しつつ､伝統的な労
使関係の枠組みでは対応 しきれない広がりを見せつつあるように思われる｡
いうまでも日本の経済社会は､石油ショック後の低成長期へCD移行に際 して､当時の謹
済危機克服の必要性に迫 られて､急蓮いわばなしくず し的に体質 改善や構造転換に取り組
んだ｡それが途中から (1985年の急激な円高の時期はその一画期)､構造転換自体が
半ば自己目的化 し､いかに早 くそれを成 し遂げるかが問題となってきたOこの間の変化は､
それぞれの要素が互に共鳴 ･誘発し､相互に達頒 ･融合する多発 ･多元 ･多重の世界を織
りな しているOさらに最近長引く不況の影響で､不動産価格の急激な下落や都市金融銀行




































































































いであろう｡全体 としてはほ 1-1｣のような環境変化が指摘で きるだろうC
表 エ-1 昭和60年代の企業項境変化の基本潮流
メガ トレンド 企農の外部環境 ･企発の内部環
境為替秩序急袈: 円高.NICSの追い上げ1生産の妨外化 生産工の余剰化 .多国
刃企兼化団甥化 企業tiB劫 .市場のグロ-パル化 勤 昇平異 の胤肝.
丑塵敏姥の崩小エ崇化段搾か らの脱皮 サービス封畠 備 品)の朋汚.成長 市場網籍 .商品rlFl発
l分社化 .子会社化国内詔質成熟 綜暦的消欝 .多様な網野乳 荷晶サ
ー t:'ス企画朗 旨の拡大,消評力水蜂の上昇 .帯皮化
多品疏少 (逮)血生塵 .眺治 .革新技術 系材 .部品 .製品の急変 .Fr設桁 FA.0人.Pos等
低域のrZFl発 研究開発 扱鰻の澄掃金曲
技ft] 資本 (盛)余剰 r財テク｣の蛇巡高齢化 i射的者応用
への実相シルバ-マーケットの拡大 中高卒者 の増加茶事思化 知的消繋者の増加 - ホワイトカラ-のレイン
ボーカラ-女子荷等圧巻雇用への劉5 化団塊世代 の肥
大価値昔流家政 懲性 .個性 .ゆとり虎視
仕堺志向.私生活志向長子化 .玉垣志向 Uターン,手
三励回避 .出会均等化 良好なRl用放会の公開劉芹 女子繕
屑 への制度滋僻有印女子による嫡男力支持 商品の7 7ツシ3-ン化 .荻野商品化
絵詞的労政併日HrT; r迎合Jの成立 .細臓率の低迷 珪宮参画 一生位福祉盈労働遊動 '
コ-.i<ラテイズム 労働立法に上る規制 .助成措投の拡大
労務管哩 への公的規制の多面化川 甚 多 面 『産共 変肋 と労務 皆勤 (日本労鋤協会,
1989年 )が､もちろん､経営環境の変化のすべてが同等の影響を労使 関係 とくに
人事労務管理のあり方に影響するわけではない｡あるものは直接に影響 し､他 のものは間
接的に影響する｡その r強度｣もさまざまだろうO労働省のアンケー トでは､特 に人事労務に影響を与え
そうな環境変化を挙 げて企業に選択させている 2̀)｡その結果は① r従業員の高齢化｣84.
9%､a)r従業員の意識 ･価値観の変化｣60･4%など､いわば直接的な r内部環境｣がより多
く鼓諭され､続 いて③ r経済成長や業界の見通 し｣48･3笈､㊨ r技術 ･技能の急速な変化｣4.
41､⑤ r団塊の世代の増加とその処遇問題｣36･4%､⑥ r女子従業員の長期勤続化｣22.%､⑦ r











日本 に実現 してきたのは､働 く側の人間が望んでいるフレキシビ リティーをある程度犠牲
にしながら､企業 にとってのフレキシビリティーを支えるという形になっている側面も否
定できない｡それは､ ｢フレキシビリティ ｣の技術的合理性の表層だけをみているからで
ある｡ r内部昇進制Jに照準を合わせば､ r抑制Jの問題が現れ てくるOたしかに､息の
長い周到な能力形成のシステムとして､職場の現実に通暁 し､総合的な指導能力を具えた
管理 ･監督者の選抜システ声として､その監督者の下で労馴 こお ける情報交換と相互援助
と結束を深める合意形成システムとして能力の形成､発揮が労働者のキャリア全体を通 じ
た見通 しのもとに報いられるシステムとして､能力形成 ･発揮を通 じて ｢労歯の意味J確






















､熊沢によれば､QCには重筋肉労働 ･汚れ ･危険作業の軽減や廃止につながる rハ ト派
7)QC｣と要員削減 ･労倣密度の上昇をもたらす rタカ派のQ C｣がある [熊沢 i985㌦




∋cJが規制されないからだと述べている [辻 1992】 Oっまり､労働者の自主管理運動
＼の参加状況 と貢献度は､能力主義人事管理の査定制度によって査定され､その査定内容
よ昇格 ･昇給などの処遇管理に結びつけられるO






























んでいるような ｢会社人間 ｣が､少なからず存在している｡嘩峻淑子は 『豊かさとは何か』
という著書のなかで過労死の問題をとりあげ､その原因について次のように述べている｡
｢過労死の人の生活のしかたにみられる共通性は､過 70時間以上の過重労働､深夜労













っても､企業 に同化できず無限定の義務を負おうとしない ｢異端者 Jは､陰に陽に排除さ
れるOさらにまた非労働人口 (老人､主婦､子供､障害者)も排除されるOこうして彼女
たちをも視野 にいれたとき､近年涜行 している日本の労歯音の経常 ｢参如 ｣や r平等 J処
遇論は､その ｢効率｣と ｢柔軟性｣を支える縁辺=底辺労働者 の存在を無視した幻想 にす
ぎないQ蓉井治枝が日本的経営における女子労歯音の3つの特色 を性別分業を前提に､鴎
時性､縁辺怪､補助性を取上げる 【藤井 199日 ｡また､労働省 の ｢女性管理職調査｣ (1
989)による課長以上職の状態をみると､女性管理職は全体の3%に過ぎないQその8割
以上が40代以上であるが､59%が未婚､既婚者の36%が ､ r子供な し｣であったO
これらは､女性が職業を継続 し昇進 していくには､結婚や出産 を諦めざるをえなかったこ
とを示 している｡身体障害者の法定雇用率 (1,6%)は､大企 業ほど低い｡排除された
これ らの諸層はこ級市民 として差別されるわけで､結局のところ r企業社会Jとはエ リー






義時工 ･社外工制度 として持ち込み､資本が労歯音を分断し支配 しやすくしてゆくことo
第 2に､この差別を利用 して､本工と臨時工の間に大きな賃金や労働条件の差別の構造





き全体 としては明らかに平等は存在せず､そういう意味で日本社 会はいわば r二重社会｣
ニなっているようであるC




であり､欧米諸国 と比較して年間200-500時間多 く飽いている｡日本政府は 199


















た､多 くのサラリーマンは子供の教育 ･進学などの事鱒からしば しば単身赴任､単身帰国
を余儀なくされているが､本人の生活も含め､家族の生清は極めて歪んだものになる｡
r夫を家に返 してほしい｣という切実な声にもっと耳を傾ける必要があるだろう｡現実に
は､労務行政研究所の r1992年 転勤 ･単身赴任に関する調査J で､本人の同意に基に転
勤を命 じる企業はわずか4%｡転勤者の3人に1人は単身赴任 していると､いう結果が出
た｡結局ここに会社の都合優先や仕事優先による長時間労倣問題 は性別授劉分担の固定化



































































































































企業本位のや り方 に批判が強 くなっている｡公害､環境の外に政治 と会社 という結びっき
に対 しても多 くの大衆は不信の念をますます強めているoリクルー ト事件への大衆の反応
にもそれは明 らかだが､それは政治家批判であると同時に､それに結びっいた財界､企業
への批判でもあるo
すなわち､利潤動機に基づく企業の自由な競争 ･活動が市場 メカニズムによって必ず し
も国民生活の豊かさにつながらないことを意味した｡









レ産化､女性ネッ トワークなど)｡総理府 ｢女性の暮 しと仕事 に関する世論調査J (1991
F)により､女性の有職者の働いて理由をみると､ r家計費の足 しにするため｣ (41.4%),
r自分で自由に使えるお金を得るため｣ (36.3%)という経済的理由が多いが､ r視野を
こげたり､友人を得るため｣ (30.3%)､ r自分の能力 ･技能 ･資格をいかすため｣ (21.
A) (2i.2笈)なども注目されるOこのように､女性の継続就業の確保､出生率の低下を
竺機として､女性 自身はもとより､社会の､職場の､男性の価値観が問われる時代になっ














いJ (56,6%,1人3項目回答O以下同じ)､ rや りがいのある仕事ができる｣(5





























































































































































と良い｣が 57.7%と約7割は､ r良いJ と受けとめているが､ r労使の力尉係｣を見





34.4%､= r交渉 ｣31.2%､ r運命共同体｣28.6%､ r協調｣28_3%などが







































































































































































































ンジ ･ベネフィットを供給できる｡大企業 と中小 ･零細企業との問の格差を拡大させてい
くことになる｡土地 ･住宅問題の背後には､これまで見てきたような企業別労助組合によ
る r合成の誤謬Jが存在しているのである｡
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農牧等の推移 (単位労働組 合)産 菜 1985年
t 90 1 92 1 93 1 94 1 95〔組合農政〕全 鹿 尭 千人 千人 千人 千人 千人 千人12.319 12.193 12.470 12,587 12.619 l.2
.495長 義 一水 菜 .漁 業 74 55 46 42 38 3
4鑑 真 36 18 18 17 15 1建 設 業 765 841 939
988 1,027 1.057製 造 菜 4.049 3.940
4.017 4.028 3.990 3.922電気 .ガス .熱供給 . 231 224 221
236 241 236ホ 濃 集運 輸 . 通 信 薬 1.866 Ll.666 1.648 1.
652 1.656 1.624卸売 .小売菜､飲食店 985 .i.057 1.119 1.
184 1.179 1,172金款.保険菜.不軌座乗 1,042 1.14










分類不能の慮兼 386 34 33 39 47
【推定姐故事
】全 産丘鉱


































































































































































































































































































































































































































































(1)日本の企業 に多 くみられる人事､組織､経常方式を含む全体の在 り方が ｢長期の収
益最大化j及びそれを剛 ナての r研究開発や袈品開発の促進J､ rそれに必要な投資の実
行｣を目指すうえでの合理性を有しているものとみられる｡





上回っている (総務庁青少年対策本部編 『現代青年の生活と価値観』 【1986年】57頁)O









設問に対し前者が75,0%‥ 後者が23_6‡であったという (耗諜庁青少年好策本部福 ･前掲5
p.7以下)｡また､新規学卒者においては､衝く目的として r自分を成長させるためJと
答える者が ｢経済的に豊かな生活を送るためJと答える者よりも多い (労歯省編 ･前掲書
p.6以下)｡
(4)島田晴雄 1988 r労使関係と ¢インダストリアル ･'カルチャJ '｣ 『日本労倣協会
雑誌』1月号､p.2｡
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